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松岡 恭子 

 
■ 学 歴 

1987 年  九州大学工学部建築学科卒業 
1990年 東京都立大学大学院修士課程修了 

  論文タイトル：「都市施設としてのアーケード建築に関する研究」 
1991 年  コロンビア大学大学院建築学部修士課程修了 

 

■ 教 育 歴 
1995－1996 年 台湾実践学院 非常勤講師 
2002 年～    九州芸術工科大学（現 九州大学） 非常勤講師 
2001-2003 年  鹿児島大学 非常勤講師 
2004－2005 年 福岡大学 非常勤講師 
2004-2006 年  西日本短期大学 

2004 年～     九州大学大学院 非常勤講師 
2007 年～ 東京電機大学未来科学部建築学科准教授 

■ 受 賞 歴 
1992 年  ＳＤレビュー、ＳＤ賞 「Housing for Agoraphobia」 
2000 年  福岡県住宅文化賞貢献賞 「パルデ百道」 
2004 年  中国長春南部中心城区発展計画設計競技１等 「流緑都市」 
2004年 福岡県美しいまちづくり賞大賞 「247 ビル」 
2005年 福岡県産業デザイン賞優秀賞「ワンストロークテーブルⅡ」 

2005年 グッドデザイン賞 「ワンストロークテーブルⅡ」 
日本建築家協会 優秀建築選「２４７」 

2006年 土木学会 田中賞 「新北九州空港連絡橋」 
岩崎電気最優秀環境照明賞「新北九州空港連絡橋」 
日本建築家協会 優秀建築選「テルツェット」 

2007年 福岡県美しいまちづくり賞建築賞大賞 「テルツェット」 

空間デザインコンペティション 作品部門佳作「Duo East」 
日本建築家協会 優秀建築選「織物のフォリー」 

2008年 日本建築学会 建築九州賞 作品賞 「カレ スピラル」 
福岡県文化賞（奨励部門） 

 

■ 業 務 歴 
1992 年  マツオカ・ワン・アーキテクツ、ニューヨークに設立 
1993 年  株式会社マツオカ・ワン・アーキテクツ法人化 
2002 年  株式会社スピングラス・アーキテクツに改称 
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■ 主な作品  
＜ 建築作品 ＞   ＜ 土木構造物・その他 ＞ 

1998 年 3 月  パルデ百道 
1998 年 9 月  ディーズ フェイス 
2002 年 3 月  シーブリーズ大濠 
2003 年 2 月  247 Project 
2003 年 3 月  カレ スピラル 

2004 年 5 月  テルツェット 
2005 年 5 月  Ｎ邸 
2005 年 9 月  織物のフォリー 
2006 年 9 月  ＩＨＰ 
2007 年 2 月  是空・難波Ⅱ 
2007 年 3 月  Duo East 

2008 年 3 月  Duo West 

2001 年 4 月  千手川岸ヶ下堰操作室 
2004 年 1 月  中国長春南部中心城区 

発展計画設計競技 
2006 年 2 月  新北九州空港連絡橋 
2006 年春    前原停車場線道路デザイン 

 

 

■ 社会活動歴  
＜公的委員会就任委員・平成２１年度＞ 

都市再生機構 懇談会委員（現在継続） 
北九州市 都市計画審議会景観部会委員（現在継続） 
福岡空港 調査委員会委員（現在継続） 

西日本新聞社 西日本フォーラム 21 委員（現在継続） 
福岡市 博多港長期構想検討専門委員会委員（現在継続） 
日本建築家協会 国際委員会委員（現在継続） 

＜公的委員会就任委員・平成 20 年度以前 （一部）＞ 
国土交通省九州整備局 美しい国づくり懇談会委員 
国土交通省九州地方整備局 九州の道指標研究会メンバー 

国土交通省九州地方整備局 九州・新長期ビジョン検討調査会委員 
国土交通省九州地方整備局 九州の道を考える懇談会委員 
福岡県 公園の中の船小屋駅（新幹線）検討委員会委員 
福岡県 前原停車場線まちなみ懇談会委員 
福岡県 中長期道路整備懇談会委員 
福岡市 福岡市都心構想懇談会委員 

福岡市 総合計画審議会委員 
福岡市 アイランドシティまちづくりマスタープラン会議委員 
北九州市次期総合計画検討委員会委員 
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 ■ 主な講演・シンポジウム 
 

『広く深い建築文化へ向けて』       ２００９年５月日本構造技術者協会（福岡） 

『九州大学ＵＳＩ公開シンポジウム』    2009 年 2 月九州大学ユーザーサイエンス機構（福岡） 

『まちづくり協議会 設立記念シンポジウム』 

2009 年 2 月建築等を通じた良好な景観形成・まちづくり推進協議会（東京） 

『由布院の景観シミュレーションとその実現への道』 

2009 年 2 月由布院サスティナブルツーリズム協議会（大分） 

『40ｃｍから４ｋｍのデザイン』        2008 年 12 月福岡建設専門学校（福岡） 

『建築文化へ向けて』      2008 年 12 月福岡県文化賞受賞記念イベント（福岡） 

『40ｃｍから４ｋｍのデザイン』            2008 年 12 月九州電力（福岡） 

『文化・建築』       2008 年 12 月秋田まちづくり勉強会（秋田） 

『40ｃｍから４ｋｍのデザイン』        2008 年 11 月京都造形芸術大学（京都） 

『40ｃｍから４ｋｍのデザイン』    2008 年 9 月日中景観設計交流年 2008（福岡） 

『40ｃｍから４ｋｍのデザイン』          2008 年 5 月熊本県立大学（熊本） 

『Design from 40cm to 4km』      2008 年 3 月 Chulalongkorn University（バンコク） 

『40ｃｍから４ｋｍのデザイン』          2007 年６月建築家フォーラム（東京） 

『デザイン；人と社会を結ぶ行為』       ２００７年 4 月女性経済フォーラム（福岡） 

『医・食・住と光 マリオット・イベント』       2006 年 10 月 遠藤照明(福岡) 

『世界ハビタット・デー2006 福岡記念国際シンポジウム』  2006 年 10 月国連ハビタット（福岡） 

『デザイン：人と社会を結ぶ行為』          2006 年 9 月長野県感性産業研究会（長野） 

『地域性の中のデザイン』            2006 年 3 月北九州市（北九州） 

『SPINGLASS』          2005 年 12 月 ARCASIA アジア建築家会議（チェンマイ） 

『社会をつくるデザイン』           2005 年 7 月 神戸芸術工科大学（神戸） 

『社会をつくるデザイン』        2005 年 2 月 福岡県美しいまちづくり賞記念講演（福岡） 

『公の空間づくり』                      2004 年 11 月 九州電力（佐世保） 

『美しい国づくりにむかって』       2004 年 10 月長野県ニュービジネス協議会 基調講演（長野） 

『第 3 回「デザイン夜噺」平野敬子 vs 松岡恭子 凛としてトーク』  
  2004 年 2 月 （社）日本グラフイックデザイナー協会（JAGDA） 

『SPINGLASS』     2003 年 11 月 L’ECOLE DES HAUTES ETUDESEN SCIENCE SOCIALES（パリ） 

『SPINGLASS』        2003 年 11 月 L’ECOLE DE LA VILLETTE（パリ） 

『美しい国づくり九州、これから何をするべきか』パネラー      2003 年 11 月 国土交通省九州整備局（福岡） 

『文化戦略会議オープンカレッジ in 佐賀』講師           2003 年 11 月 文化戦略会議（佐賀） 

『躍動する上海の素顔』 講師                 2003 年 8 月 （財）アジア太平洋センター(福岡) 

『長崎タウンミーティング』パネラー                2003 年 3 月 西日本フォーラム 21（長崎） 

『アスペンで結ばれた二人の建築家と一人の構造設計家たち 家具、住まい、子供の空間、そしてブリッジまで』 
2002 年 12 月 東京電機大学 京都造形芸術大学 京都デザイン専門学校（東京、京都） 

『花の万博記念 コスモス国際賞 10 周年記念シンポジウム「都市の自然とランドスケープ in 福岡」』 
2002 年 10 月 (財)国際花と緑の博覧会記念協会 (福岡) 

『SPINGLASS』                2002 年 10 月 ロンドン大学 (ロンドン) 

『筑後田園都市圏構想シンポジウム』パネラー          2001 年 2 月 福岡県（福岡） 
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『ギャラリー間 15 周年記念展講演』講師                          2000 年 12 月 ギャラリー間（東京） 

『これからの社会とすまい』講師                             2000 年 12 月（秋田） 

『戦後の建築を語る』講師                 2000 年 11 月  日本建築家協会（新潟） 

『第 22 回日本文化デザイン会議 in 鹿児島』講師       1999 年 10 月 日本文化デザイン会議（鹿児島） 

『公共建造物のデザインコンセプト－新北九州空港連絡橋など』講師  1999 年 7 月秋田市千錬会（秋田） 

『これからの道路のあり方』講師                     1999 年 6 月 建設省九州地方建設局（福岡） 

『新工法・新材料講習会』パネラー         1999 年 1 月（社）全日本建設技術協会 ＮＭＭ協会（福岡） 

『景観に配慮した公共施設とは何か』講師                     1998 年 11 月 秋田県市長会（秋田） 

『景観に配慮した施設設計』講師              1998 年10 月 建設省九州地方建設局（福岡） 

『第 20 回日本文化デザイン会議 in 秋田』講師                 1998 年 6 月  秋田アトリオン（秋田） 

『新北九州空港連絡橋のデザイン』講師    
1997 年 9 月 福岡雇用促進センター・北九州職業能力開発短期大学校（北九州） 

『コミュニケートする身体は元気か』講師                       1996 年 7 月  ギャラリー間 （東京） 

『パブリックボディ  イン  クライシス』パネラー              1996 年 5 月  Palazzo dell Arte（ミラノ） 
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